日本におけるハレー彗星の記録から by 増田 正之
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ハ レ ー 彗 星 は 、 今 火 星 の 軌 道 の 外 側 に あ り 、 刻
々 と 速 度 を あ げ な が ら 太 肱 に 近 つ ＇ い て 来 て い ま す 。
191 呼 （ 明 治 43 年 ） 以 来 の こ と で す 。 こ の 彗 品 は 、
ニ ュ ー ト ン の 親 友 で あ り グ リ ニ ッ チ 天 文 台 長 で あ
っ た エ ド モ ン ド ・ ハ レ ー に よ っ て 、 「 76 年 を 周 期 と
す る 」 こ と が 発 見 さ れ た の で 、 ハ レ ー 彗 星 と 呼 ば
れ て い ま す 。
ハ レ ー 彗 星 は 古 来 世 人 の 注 目 を 浴 び た の で 、 今
回 の 回 帰 (1986) は 記 銀 の 上 で は 30 回 目 と な り ま
す 。 一 番 古 い 記 録 は 、 中 国 で B.C240 年 3 月 30 日
と な っ て い ま す 。 （ 秦 の 始 皇 帝 の 7 年 、 文 献 通 考 ）
「 彗 星 が ま ず 束 方 に 現 わ れ 北 方 へ 5 ヵ 月 の 間 見 え
た 。 そ し て 西 方 に 16 日 間 見 え た d 原 文 は 淡 文 、 日
本 で も 奈 良 時 代 以 降 に 記 録 が あ り ま す 。 富 山 県 で
は 天 保 6 年 が 最 も 古 い 。 （ 加 買 藩 史 料 に は 宝 暦 9 年
の も の が あ る の で 、 宮 山 県 で も 見 え た と 思 う が 記
録 が 見 つ か り ま せ ん 。 ）
1  日 本 に お け る 明 治 以 前 の 記 録
ハ レ ー 彗 星 は 日 本 で も 注 目 さ れ た と 見 え て 、 「 日
本 書 紀 」 （ 勅 撰 正 史 ） の 記 録 を 始 め と し 、 史 書 （ 日
本 紀 略 、 吾 妻 錢 ） 、 史 論 書 （ 愚 管 記 ） 、 各 種 年 表 （ 年
代 記 、 仮 名 年 代 記 ） 、 宮 史 寺 史 （ 加 茂 社 、 伝 和 寺 伝 ） 、
家 史 （ 細 川 両 家 記 ） 、 地 方 誌 （ 大 三 河 誌 ） 、 日 記 （ 台
記 、 師 郷 記 、 山 棟 記 ） 、 任 命 牲 （ 公 家 補 任 ） な ど 80
れ ま す 。
以 下 、 明 治 前 日 本 天 文 学 史 一 日 本 学 術 振 興 会 、
日 本 天 文 史 料 一 神 田 茂 、 マ ー ス デ ン 彗 星 カ タ ロ グ
を 参 考 に し て 順 次 記 録 を 紹 介 し ま す 。
1  .  天 武 4 年 7 月 （ 太 躁 暦 684 .9 .7)
• 684 ( マ ー ス デ ン カ タ ロ グ の 彗 星 番 号 ）
• 84 .  9  .   6  - 84 .  10 .  24 
（ マ ー ス デ ン に よ る 出 現 期 間 ）
以 下 こ の 記 述 例 に 同 じ
0 日 本 書 紀 巻 23 天 武 12 年 7 月 23 日
「 彗 星 西 北 に 出 で 長 さ 丈 余 （ 約 15 °) 」
こ の 記 緑 は ハ レ ー 彗 品 と し て 、 日 本 最 古 の 記 録
で あ り 、 中 国 の 初 回 の 記 録 か ら 12 回 目 に 当 た り ま
す 。 日 本 の 彗 星 記 録 と し て は 、 舒 明 6 年 8 月 の 記
鈴 が 第 1 回 で 、 こ の 記 録 は 第 6 番 目 と な り 、 同 記
録 は 日 本 紀 界 、 山 椀 記 、 諸 道 勘 文 な ど に も あ り ま
す 。
2  .  承 和 4 年 3 月 4 日 (837 . 4  .  12)
• 837 
• 37. 3  .  2 ~   4  .  28 
〇 絞 日 本 後 紀 承 和 3 月 甲 子 朔 丁 卯 (4 日）
「 彗 品 東 南 に 見 る 。 其 の 光 茫 束 の 方 天 涯 に 至 る qJ
も 見 ら れ ま す 。
3. 延 喜 1 2 年 6 月 3 日 (912. 4  .  12)
• 912 
• ] 2 . 5 .  12~7. 28 
〇 扶 桑 略 記
6 月 3 日 己 卯
「 今 夜 よ り 始 め て 戊 亥 角 （ 北 西 ） 彗 星 見 ゆ d
5 日、 6 日 、 同 じ
8 日 甲 辰
「 辰 巳 （ 南 東 ） に 見 ゆ d
9 月 乙 酉
「 乾 方 （ 北 西 ） に 見 ゆ d
12 日 戊 子
「 酉 方 （ 西 ） に 見 ゆ qJ
こ れ ら の 記 録 で 始 め て 彗 星 の 見 え た 方 角 の 経 過
し た 。
こ の 記 録 は 諸 道 勘 文 、 中 右 記 、 一 代 要 記 な ど に
も 記 さ れ て い ま す 。
4 .  永 詐 元 年 6 月 1 日 (989 . 7  .  6) 
• 98 
• 8 9. 7 .  6~10 
〇 日 本 紀 略 6 月 1 日 庚 戌
「 其 の 日 、 彗 星 東 西 の 天 に 見 ゆ qJ
こ の 彗 星 は 約 40 日 間 も 見 ら れ た と の こ と で あ る
か ら 、 朝 束 天 に 夕 西 天 に 見 え た こ と を 、 束 西 の 天
と し た も の か も 知 れ ま せ ん 。
な お 、 扶 桑 略 記 に は 、 こ の 彗 星 に よ っ て 永 延 3
年 を 永 詐 元 年 と 年 号 を 改 め た と 書 い て あ り ま す 。
．  
．  
こ の 記 録 は 対 州 編 年 略 、 加 茂 史 綱 な ど 、 18 種 に も
及 ん で い ま す 。
5. 治 暦 2 年 3 月 6 日 (106. 4  .  3) 
• 106 
• 6 .  4  .   1  - 6  .  7) 
〇 諸 道 勘 文 治 暦 2 年 3 月 6 日
「 暁 、 彗 星 束 方 に 出 ず 。 長 さ 7 尺 （ 約 10 ・) 」
こ の 記 録 は 百 錬 抄 な ど 7 種 に あ り ま す 。
6. 久 安 元 年 4 月 5 日 (145. 4. 28) 
• 145 
• 4 5. 4 .  14~7 .  5  
〇 台 記 久 安 元 年 4 月 10 日 乙 酉
「 天 文 権 博 士 晴 道 来 り 云 う 。 『 五 星 、 奎 』 」
奎 （ ケ イ ） と は 28 宿 の 一 つ で 、 16 星 あ り 現 在 の ア
ン ド ロ メ ダ 座 の あ た り を い い ま す 。
16 日 辛 卯
ャ パ「 暁 、 彗 星 申 に 重 な る 。 其 の 光 西 を 指 し 、 2 許 丈
（ 約 30') 」
以 下 、 21 日、 23 日、 24 日、 5 月 7 日、 12 日、 16
B  ( 光 芭 3 許 尺 一  約 5 ' )  、 6  月 7 日 （ 天 昭 、 彗 星
見 ゆ ） と 、 豊 富 な 記 録 で す 。 こ の 記 銀 は 、 暦 代 編
年 集 成 、 神 皇 正 統 録 な ど 26 種 も あ り ま す 。
7. 貞 応 元 年 8 月 1 日 (1222.9.7)
• 12 
• 2. 9. 3  ~10. 23 
〇 吾 妻 境 貞 応 元 年 8 月 2 日 丁 丑
「 戌 の 刻 （ 午 後 10 時 ） 彗 星 戌 の 方 （ 北 北 西 ） に 見
ゅ 。 軸 星 の 大 き さ 半 月 の 如 し 。 色 白 く し て 光 芭 赤
し 。 長 さ 1 丈 7 尺 余 （ 約 25 ' ) 」
こ の 記 録 は 、 仁 和 寺 御 伝 、 本 朝 高 僧 伝 な ど 12 種
に 載 っ て い ま す 。
8. 正  安 3 年 8 月 13 日 (1301. 7  .  7) 
• 130 
• 01. 7  .   4  -10. 31 
〇 師 守 記 正 安 3 年 8 月 14 日
コ リ「 今 暁 、 彗 星 束 方 に 出 現 、 21 日 今 夜 戌 剋 彗 星 又 戌
亥 の 方 （ 北 束 ） に 出 現 、 光 芭 l 丈 余 （ 約 15 ' ) 9 月
13 日 辰 方 （ 北 束 ） に 見 ゆ 。 芭 気 1 尺 許 (1.5 °) 其 の
色 白 し 、 軸 星 有 り d
こ の 記 録 は ほ か に 、 北 条 九 代 記 が あ る だ け で す 。
9 .  天 授 4 年 9 月 8 日 (1378. 9. 30) 
• 1378 
• 7 8 . 9. 26-1. 10 
3  
〇 愚 管 記 天 授 4 年 9 月 9 日
「 己 卯 、 睛 、 去 夜 、 彗 星 出 現 の 由 」
こ れ に 関 す る 記 録 は 、 こ の 他 本 朝 高 僧 伝 に あ る
だ け で す 。
10. 康 正 2 年 4 月 27 日 (1456. 5. 31) 
• 1456 
• 56. 5  .  26- 7  .  8  
〇 師 郷 記 康 正 2 年 4 月 27 日
「 暁 、 彗 星 辰 （ 北 束 ） に 見 は る 。 長 さ 3 尺 （ 約 5")
つ い で 、 西 に 廻 り 夕 乾 （ 北 西 ） に 見 は る 。 6 月 1
日 な お 見 は る d
こ の 記 録 は 南 方 紀 伝 ほ か 7 種 に あ り ま す 。
1. 半 禄 4 年 6 月 27 日 (1531. 8  .  9) 
• 153 
• 31. 8  .   1  - 9  .  8  
0 後 法 成 寺 尚 通 公 記 享 禄 4 年 6 月 27 日
「 寅 刻 （ 午 前 4 時 ） 彗 星 辰 （ 北 束 ） に 見 は る 。 長
さ 5 尺 （ 約 8 ゜ ） 色 臼 し 、 7 月 乾 （ 北 西 ） に 移 る d
こ の 記 録 は 、 御 湯 殿 日 記 ほ か 28 種 に あ り ま す 。
12. 慶 長 12 年 8 月 8 日 (1607. 9  .  25) 
• 1607 
• 07 .  9. 21-10 .  26 
〇 孝 亮 宿 弥 日 次 記 慶 長 12 年 8 月 5 日
「 8 月 5 日 乙 丑 、 晴 、 東 西 客 星 （ 彗 星 の こ と ） 出
ず 。 月 光 の 如 し d
こ れ に 関 す る 記 録 は 、 公 御 補 任 な ど 4 種 あ り ま
す 。
13. 天 和 2 年 7 月 26 日 (1682. 8  .  28)
• 1682 
• 82 .  8  .  ・24. - 9  .  2 
〇 尭 恕 法 親 王 記 天 和 2 年 8 月 3 日
「 今 夜 、 彗 星 見 ゆ 。 酉 戌 の 間 （ 西 北 西 ） 光 薙 6 尺
許 」
〇 述 西 観 象 図 説 文 政 2 年 刊 に 「 76 年 ニ テ ー 周 ス 。
法 兒 礼 （ ハ ル レ ー ） 」 と あ る の が 興 が 深 い 。
14 .  宝 暦 9 年 3 月 (1759. 4) 
• 1759 I  ( 発 見 者 ： パ リ ッ チ ）
• 58. 12. 25-59. 6. 2 
〇 加 賀 藩 史 料 （ 泰 雲 公 年 譜 ）
「 3 月 19 日 、 此 の 間 東 方 に 夜 八 半 時 （ 午 前 3 時 ）
よ り 彗 星 出 現 。 東 方 に 而 も 至 っ て ひ き く （ 低 く ）
出 で 候 に 付 き 、 御 城 下 町 中 よ り は 見 え 兼 ね 候 d
「 4 月 5 日 、 此 の 間 夜 六 つ 半 時 （ 午 後 7 時 ） よ り
4  
南 の 方 束 よ り に 客 星 出 現 。 大 い な る 星 に て 、 光 芭
56 尺 許 （ 約 9 ゜ ） 輝 き 相 兒 え 候 。 （ 中 略 ） 江 戸 ・ 京 に
て も 相 見 え （ 後 陥 ） 」
金 沢 ・ 東 京 ・ 京 都 で も 見 え た の で す か ら 、 富 山
で も 見 え た は ず で す が 、 記 録 が ま だ 見 つ か り ま せ
ん 。 こ の 記 録 は 本 朝 天 文 志 、 八 棟 記 に も 記 録 さ れ
て い ま す 。 本 朝 天 文 志 は 富 山 県 教 育 記 念 館 に 舟 木
文 庫 と し て 所 蔵 さ れ て い ま す 。
15 .  天 保 6 年 8 月 28 日 (1835 . 10 .  19) 
• 1835 III ( 発 見 者 ： ド ウ モ ウ シ ェ ル ）
• 35 .  8  .   5  -36. 5  .  19 
〇 応 響 雑 記 天 保 6 年 9 月 23 日
「 乾 の 方 （ 北 西 ） に 奇 星 （ 珍 ら し い 星 ） 出 ず 。 光
ほ う き 星 に 似 て 、 異 の 方 （ 南 束 ） へ 1 丈 ば か り （ 約
1 5 ・) 尾 を 引 き 、 う る み た る 光 な り 。 （ ポ ウ ッ と し
て は っ き り し な い 光 ） 四 ツ 頃 （ 午 後 10 時 ） 過 ぎ 見
え 申 さ ず 候 d
ほ う き 星 に 似 た 奇 星 と し て い ま す が 、 マ ー ス デ
ン カ タ ロ グ と 照 合 す る と ハ レ ー 彗 星 と 断 定 で き ま
す 。 こ の 記 録 は 、 新 條 彗 星 法 に あ る と い い ま す が 、
ま だ 見 て い ま せ ん 。 加 賀 藩 史 料 の 天 保 6 年 の と こ
ろ は 、 天 文 学 者 西 村 太 沖 の 死 を 伝 え て い る の み で 、
彗 星 に 関 す る 記 録 は 見 ら れ ま せ ん 。 ち な み に 、 応
響 雑 記 は 氷 見 町 年 寄 田 中 屋 権 右 衛 門 の 日 記 で あ り 、
氷 見 市 立 図 書 館 に そ の コ ピ ー が あ り ま す 。 な お 、
天 文 学 者 西 村 太 i中 は 権 右 衛 門 の 師 で し た 。
以 上 、 明 治 前 の 記 録 と マ ー ス デ ン カ タ ロ グ と の
対 照 を 進 め な が ら 、 関 勉 氏 の 言 葉 が 想 い 起 こ さ
れ ま し た 。 そ れ は 、 昨 年 9 月 23 日 世 界 で 5 番 目 に 、
今 回 訪 れ る ハ レ ー 彗 品 の 殺 彩 に 成 功 し た 関 氏 が 、
N A S A の ヨ ー マ ン ス 博 士 の 予 報 の 正 確 さ を 述 ぺ ら
れ て い た こ と で す 。 （ ヨ ー マ ン ス 博 士 の 先 生 が マ ー ス
ラ ン で あ る 。 ） ま た 、 マ ー ス デ ン カ タ ロ グ 作 成 の 際
に は 、 日 本 と 中 国 の 記 録 も 使 用 さ れ た と い わ れ て
い ま す 。 記 録 を 残 す こ と の 意 味 を 改 め て 思 う も の
で す 。 ＜ 付 言 、 天 平 宝 宇 4 年 (1760) の ハ レ ー 彗 星
の 記 録 は 、 中 ・ 欧 に 残 さ れ て い る が 日 本 に は 未 だ
発 見 さ れ て い ま せ ん 。 〉
II 明 治 43 年 (1910) の 記 録
こ の こ ろ に な る と 情 報 化 が 進 み 、 記 緑 は 多 く 見
ら れ る よ う に な り ま す 。
ア ． 東 京 天 文 台 の 記 録 ( . 天 文 月 報  ・ 東 京 大
学 東 京 天 文 台 報 第 63 号 ハ レ ー 彗 星 調 査 ）
イ ． 疇 新 報 ほ か 東 京 で 発 行 さ れ た 新 聞 (7 社 ）
ウ ． 布 山 ・ 石 川 の 新 聞 ( . 富 山 日 報 ・ 高 岡 新
報  ・ 北  国 新 聞 ）
工 ． 富 山 県 内 に 所 蔵 さ れ て い る 個 人 の 日 記
オ ． 箪 者 収 集 の 記 録 （ 故 老 者 の 録 音 テ ー プ 、 間
き と り ノ ー ト 、 ハ ガ キ の 回 答 等 ）
な ど 多 種 多 様 で あ る 。 そ の 中 か ら 、 二 つ の 同 人 の
日 記 を 紹 介 し ま す 。
l  .  神 田 茂 （ 当 時 16 オ の ち 天 文 学 者 ） の 日 記
第 1 回 観 測 5 月 1 日 午 前 3 時 50 分
「 東 南 東 約 20 ゜ に 金 星 、 双 眼 鋭 で 見 る 。 彗 星 の 如
45 ゜ の 角 、 長 さ 約 3 ゜ 核 の 光 度 3 等 、 4 時 5 分 薄
明 の た め 消 失 」
第 2 回 観 測 5 月 2 日 午 後 7 時 45 分
「 彗 星 望 む 。 高 度 約 40 ゜ 方 位 西 北 西 、 核 2 等 星 」
第 3 回 観 測 5 月 23 日 午 後 7 時 20 分
「 お ぽ ろ に 見 る 。 7 時 30 分  、 高 度 約 40 ゜ 西 徴 南 、
核 の 光 度 約 2 等 」
第 4 回 観 測 5 月 24 日 午 後 7 時 20 分
「 高 度 45 ゜ 西 徴 南 位 覆 ハ レ ー は 双 子 B 、 と 小
犬 a と の 3 点 で 直 角 三 角 形 、 光 度 2 等  」
第 5 回 観 測 5 月 25 日 午 後 7 時 25 分
「 西 南 西 、 高 度 50 ・ 光 度 2 等 」
第 6 回 観 測 5 月 26 日 「 尾 の 長 さ 30 " 」
第 7 回 親 浪 1) 5 月 27 日 午 後 8 時 半 「 薄 し 」
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神 田 茂 氏 （ 当 時 16 歳 ） に よ る ハ レ ー 彗 星 (1 9 101 ) (!) 
ス ケ ッ チ 。 東 京 天 文 台 報 よ り 転 散
5  
第 8 回 観 測 5 月 29 日 午 後 8 時 半
「 光 度 3 等 、 尾 30 ・26 日 に つ ぎ て 壮 親 d
第 9 回 観 測 6 月 6 日
「 肉 眼 で か す か 。 光 度 5 等 、 尾 の 長 さ 10・ 」
第 10 回 観 測 6 月 7 日 「 兄 出 す 能 わ ず d
以 上 文 在 で な く 、 要 点 の み 摘 出 し ま し た 。 さ す が
に 将 来 天 文 学 者 に な る だ け あ っ て 、 要 点 を ピ シ ッ
と お さ え て い ま す 。
• 星 の 名 を し つ か り 苦 き と め て い る 。
• 彗 品 の 光 度 を 2  ・ 3  ・ 5 等 と し て い る 。
・ 尾 の 長 さ と 傾 き を 度 で あ ら わ し て い る 。
・ 方 向 を 明 記 し て い る 。
・ ス ケ ッ チ が し っ か り し て い る 。●  2 .  島 田 章 子 ・ 国 器 （ ク ニ モ ト ） 母 子 の 日 記
島 田 立 子 さ ん は 品 井 町
小 学 校 長 （ 大 2 -12) 島
田 太 郎 氏 の 夫 人 、 国 器 さ
ん は 長 男 で 当 時 富 山 中 学
校 の 1 年 生 で し た 。
そ の 日 記 （ 明 治 43 年）
が 弟 の 友 啓 さ ん の 家 （ 富
山 市 新 堀 ） に 所 蔵 さ れ て
い ま す 。
京 子 さ ん の ハ レ ー に 関
す る 記 事 は 13 日 分 あ り 、
そ の 内 観 望 記 録 は 8 日 分
（国 器 ） 5 月 18 日
国 器 さ ん の 分 は ハ レ ー に
関 す る の は 8 日 分 、 観 望 （章 子 ） 5 月 2 1 日．  記 録 は 5 日 分 あ り 、 そ の 中 か ら 特 記 す べ き 記 事 を捨 っ て 見 ま し ょ う 。 （ 以 ド 章 子 さ ん A 、 国 器 さ ん K)
5 月 18 El (A) 
「 午 前 3 時 に 起 き て 兄 た ら 、 極 淡 い 左 の 固 の 形 に
て 求 天 よ り 斜 に 南 に か け て 、 長 さ 中 天 に 達 す る 怪
し い も の を 兄 た 。 星 に あ ら ず 白
裳 の よ う で あ る d
こ れ は 、 19 日 富 山 日 報 が 記 者
の 写 生 図 入 り で 剣 岳 の 北 の 河 か, ,. .;1 ら 天 の 川 に 達 す る と 表 現 し て い
る も の と 一 致 し ま す 。 迂 子 さ ん
は 富 山 師 範 の 校 庭 で 、 起 床 ラ ッ
パ で 起 き て ハ レ ー を 観 望 し て い る 富 師 生 の 近 く で
緞 望 さ れ た も の で す 。 他 の 記 録 も す ぺ て 富 師 校 庭
と 記 さ れ て い ま す 。
5 月 2 日 (K)
「 母 上 の 日 記 に も 彗 星 が 書 い て あ る 。 僕 も 大 き な
紙 に 白 を 使 っ て 書 い た 。 昨 日 と は 大 分 位 置 も 形 も
変 わ っ て い る 。
6 月 10 日 ( K )
「 望 遠 鏡 の 一 遇 に 淡 き 淡 き ハ レ ー を え が き だ し た 。
一 時 世 界 を さ わ が し た ハ レ ー も 、 か く ま で 小 さ く
な り し か d
（ 国 器 ） 日 記 末 尾 に 記 載
島 田 母 子 の 日 記 は 、 県 内 で み つ か っ た 富 山 の 大
場 日 記 (2 日 ） 、 滑 川 の 石 坂 日 記 (2 B) 、 斉 藤 日
記 (1 日 ） に 比 ぺ る と 格 段 に 記 事 が 多 く 、 そ の 当
時 望 遠 鏡 で 観 望 し た こ と は 珍 し い こ と で す 。 今 、
ハ レ ー 彗 星 は 刻 々 地 球 に 近 づ き ま す 。 16 オ の 神 田
さ ん や 1 3 オ の 国 器 さ ん に 負 け な い 熱 意 と 澄 ん だ 眼
で 世 紀 の シ ョ ウ を 待 ち わ ぴ る 人 々 も 多 い こ と で し
ょ う 。
ハ レ ー に 関 す る 県 内 の 記 録 は 、 こ の 他 に も あ る
と 思 わ れ ま す 。 日 記 と か 故 老 の 親 望 の お 話 が あ れ
し ,1 薗雷三：せ
~l 
（ ま す だ ま さ ゆ き ） 富 山 県 天 文 学 会 会 長
